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「Twin－EV 製作レポート」 

2019 年 3 月 15 日 

櫻星超能電池株式会社              

 

１．製作目的 

⚫ 技術の向上と道路運送車両法に基づく安全性の・信頼性の確保を目指す。 

⚫ AT ミッション車両のコンバート EV 化にチャレンジする。 

⚫ サーキット走行で性能を確認する。 

 

２．車両の選定 

⚫ EV 車へのコンバート後、将来の車検取得も視野に入れて、なるべく小型の軽自動車を検討

した結果、ベース車両をスズキ・ツインとすることに決定した。 

⚫ コンバート EV では、マニュアルミッション車のほうが製作しやすいため AT ミッション車

は敬遠されるが、技術向上の為、今回はあえて AT ミッション車を選択した。 

 

３．モーター＆ドライブトレーン 

⚫ ドライブトレーンの強度を確保するため、ベース車両のエンジンの最高トルクを超えないよ

うにモーターを選択した。 

 最高出力 最高トルク 

エンジン 44PS（32.4kW） 56.9 N·m 

モーター 27.2PS（20.0kW） 53N·m 

 

 

⚫ ＡＴミッション使用に際し、トルクコンバーターを外し、メカロックを介してモーターとミ

ッションのインプットシャフトを接続した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表１．エンジン、モーター性能比較 

図１．モーター＆ミッション組付け図 図２．メカロック 
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⚫ 変速にエンジン負圧を利用する為、制動倍力装置用の電動負圧ポンプより分配して AT ミッ

ションへの負圧を確保している。 

 

４．バッテリー 

⚫ 当初、100Ah のリチウムイオンバッテリーを搭載したが、航続距離を増やすために 180Ah

のバッテリーに換装した。 

⚫ 車両後部だけにバッテリーを搭載すると後輪荷重が重くなりすぎる為、重量バランスを考慮

して、助手席シートを外し、バッテリーを分割して搭載した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

写真１．モーター搭載状態 

写真２．バッテリー作業中 
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５．ＥＶシステム 

⚫ コンバートＥＶシステムは以下の通り。安全性を重視し、保安基準に適合したシステムを目

指した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図３．ツイン コンバートＥＶシステム図 

写真３．モーターコントローラー 

写真４．シャシダイナモでの動力測定 
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６．サーキット走行 

⚫ 2018 年 11 月 3 日、筑波サーキットで開催されたジャパン EV フェスティバル 2018 に、櫻

星超能電池（株）と東京自動車大学校の合同チーム「TEAM 櫻星・東京自動車大学校」と

して参加しました。「Twin-EV」でコンバート EV1 時間ディスタンスチャレンジに出場し、

3 位入賞を果たしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．今後の課題 

⚫ バッテリー容量を増やした結果、車両総重量はコンバート前の 710 ㎏から 825 ㎏に増加し

た。したがって将来の車検取得にあたっては、バッテリー容量の見直しを検討する可能性が

ある。 

⚫ 大容量バッテリーの充電とセルバランスの調整に苦労した。今後はセルバランス調整機能を

持った BMS 等の採用を検討する。 

 

 

 

以上 

写真５．筑波サーキット 

サー恋っと 

写真６．レース走行 

写真７．3 位入賞 

サー恋っと 


